
いちごドリルプリント

明治時代プリント 名前

問1 日清戦争のきっかけとなった朝鮮半島での出来事と、その戦争の講和条約直後にロシア・ドイツ・フランスが日本に対して行った要求の組み合
わせとして正しいものはどれですか。 （2016年 富山県公立入試 類似）

1. 東学党の乱 ／ 獲得した遼東半島
を清に返還すること

2. 江華島事件 ／
イギリスとの同盟を破棄すること

3. 東学党の乱 ／
イギリスとの同盟を破棄すること

4. 江華島事件 ／ 獲得した遼東半島
を清に返還すること

問2 三国干渉において、ロシア、ドイツ、フランスが日本に対して遼東半島の返還を求めた主な理由として、当時の国際情勢から考えて最も適切な
説明はどれですか。 （2024年 島根県公立入試 類似）

1. 日本とイギリスが同盟を結び、東
アジアの軍事バランスが崩れること
を恐れたため

2. 下関条約の内容が、それ以前に結
ばれていた日露和親条約に違反して
いたため

3. 日本の大陸進出を抑え、自国が中
国における権益を拡大する妨げにな
らないようにするため

4. 日本が賠償金を取りすぎることで
、清の経済が破綻することを防ぐた
め

問3 日露戦争に従軍した弟の身を案じ、雑誌『明星』において「君死にたまふことなかれ」という詩を発表した、明治から大正期にかけて活躍した
女性歌人は誰ですか。 （2023年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 樋口一葉 2. 津田梅子 3. 与謝野晶子 4. 平塚らいてう

問4 1894年に始まった日清戦争から、1904年に始まる日露戦争までの約10年間の外交史において、三国干渉に関連して起きた出来事の説明として
正しいものはどれですか。 （2021年 岐阜県公立入試 類似）

1. 三国干渉を受けた直後、日本は清
の反乱軍である義和団を鎮圧するた
めに大軍を派遣した。

2. 三国干渉の結果、日本は賠償金の
受け取りをすべて破棄し、国際社会
での信用回復に努めた。

3. 三国干渉の翌年、日本は下関条約
の修正を行い、遼東半島の代わりに
台湾を領有した。

4. 三国干渉でロシアに屈した日本は
、対抗するためにイギリスとの間で
日英同盟を結んだ。

問5 1871年、明治政府は岩倉具視を全権大使とする大規模な使節団を欧米諸国に派遣した。この使節団が派遣された主な目的について述べた文とし
て、正しいものはどれか。 （2017年 群馬県公立入試 類似）

1. 不平等条約を改正するための予備
交渉と、欧米の進んだ制度や文化の
視察

2. 日清戦争の講和条約である下関条
約を締結し、領土の割譲を要求する
ため

3. ノルマントン号事件の裁判におい
て、イギリス側に損害賠償を請求す
るため

4. ロシアとの間に樺太・千島交換条
約を締結し、北方の国境を確定させ
るため

問6 19世紀末の風刺画において、日本と清が朝鮮半島という「獲物の魚」を狙って争っている様子を、橋の上から漁夫の利を得ようと伺う「釣り人
」に例えられた国があります。当時の国際情勢において、この「釣り人」に象徴される国が行っていた行動として正しいものはどれですか。
（2022年 島根県公立入試 類似）

1. ヨーロッパでの紛争に専念するた
め、アジアの外交問題には中立を維
持した

2. 軍事力を背景に南下政策を推進し
、東アジアでの勢力圏を拡大しよう
とした

3. アジアの植民地化を阻止するため
、日本や清に対して軍事支援を行っ
た

4. 太平洋での新たな貿易ルートを確
保するため、フィリピンの領有を宣
言した

問7 大日本帝国憲法下の帝国議会は、衆議院と貴族院の二院制をとっていました。この二つの議院の関係や仕組みについて説明した文として、正し
いものを次の中から選んでください。 （2021年 三重県公立入試 類似）

1. 衆議院は公選（選挙）によって選
ばれた議員で構成されたが、貴族院
は皇族や華族、天皇に任命された議
員などで構成されていた。

2. 衆議院には予算先議権が認められ
ておらず、すべての法案や予算案は
必ず貴族院から先に審議を始めなけ
ればならなかった。

3. 衆議院で可決された法案が貴族院
で否決された場合、衆議院で3分の2
以上の賛成があれば、貴族院の議決
を無効にできた。

4. 衆議院と貴族院はどちらも、満25
歳以上のすべての男女による普通選
挙によって選出された議員で構成さ
れていた。

問8 江戸時代後半には、複数の人間が異なる工程を分担して作業を行う「分業」による工場制手工業（マニュファクチュア）が普及しました。明治
時代になり、富岡製糸場などの官営模範工場において、この生産体制はどのように進化しましたか。その特徴を説明したものとして最も適切な
ものを選びなさい。 （2018年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 機械の使用を禁止し、熟練した職
人が一人で全工程を完結させる体制
を強化した。

2. 農家が自宅で手作業により製品を
生産する、江戸時代以前の家内制手
工業へと回帰した。

3. 西洋の技術や大型の機械を導入し
、分業体制と組み合わせることで生
産性を向上させた。

4. 動力として水車のみを使い、伝統
的な手工具による小規模な生産を継
続した。

問9 明治時代における立憲体制の確立と、その後の近代化の過程について説明した次の記述のうち、出来事の順序として正しいものはどれか。なお
、記述は「民撰議院設立建白書の提出」「第1回帝国議会の開会」「日清戦争の勃発」「治安維持法の制定」の4点について述べています。
（2020年 島根県公立入試 類似）

1. 日清戦争が勃発した後に第1回帝
国議会が開かれ、民撰議院設立建白
書の提出、治安維持法の制定と続い
た。

2. 民撰議院設立建白書の提出、日清
戦争の勃発、第1回帝国議会の開会、
治安維持法の制定の順で進んだ。

3. 民撰議院設立建白書が提出された
後、第1回帝国議会が開かれ、その後
に日清戦争が始まり、さらに後の時
代に治安維持法が制定された。

4. 第1回帝国議会が開かれた後に民
撰議院設立建白書が提出され、日清
戦争を経て、治安維持法が制定され
た。

問10 1905年にアメリカの仲介によって日本とロシアの間で結ばれた講和条約と、その条約の内容に対する日本国内の反応について述べたものとして
、最も適切な記述はどれですか。 （2023年 山口県公立入試 類似）

1. ポーツマス条約が結ばれ、多額の
賠償金を得たことで、国内では工業
化をさらに進めるための重化学工業
への投資が活発になった。

2. サンフランシスコ平和条約が結ば
れ、日本の主権は回復したが、同時
に日米安全保障条約が締結されたこ
とに反対する運動が激化した。

3. 下関条約が結ばれたが、ロシア・
ドイツ・フランスによる三国干渉を
受け、遼東半島を返還することにな
った。

4. ポーツマス条約が結ばれたが、賠
償金が得られなかったため、日比谷
焼き打ち事件などの暴動が起こった
。

問11 日清戦争後の外交関係において、「三国干渉」が日本に与えた影響やその内容を説明したものとして、最も適切な記述はどれですか。 （2024年

山形県公立入試 類似）

1. 下関条約によって日本が清から得
た権利のうち、遼東半島の領有をあ
きらめ清へ返還するよう求める外交
圧力であった。

2. 日本が清から得た台湾の領有を認
めない代わりに、ロシアが日本に対
して多額の借款を与えるという提案
であった。

3. ポーツマス条約の締結を阻止し、
日本が清から多額の賠償金を得るこ
とを妨害するための軍事介入であっ
た。

4. 日英同盟の成立を恐れたロシア・
ドイツ・フランスが、日本に対して
清との和平交渉をやり直すよう求め
た通告であった。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 1

東学党の乱 ／
獲得した遼東半島を清に返還すること

1894年、朝鮮半島で農民たちが「東学」の教えをもとに減税や排外主義を求めて起こした「
東学党の乱」に対し、朝鮮政府の要請を受けた清と、それに対抗した日本が共に出兵したこと
で日清戦争が始まりました。日本の勝利後、下関条約で遼東半島の割譲が決められましたが、
東アジアへの進出を目論んでいたロシアがドイツ・フランスと共に日本へ圧力をかけ、半島を
清へ返還させたのが「三国干渉」です。

問2 答え 3
日本の大陸進出を抑え、自国が中国における
権益を拡大する妨げにならないようにするた
め

ロシアは不凍港（冬でも凍らない港）を求めて南下政策を進めており、満州や朝鮮半島への進
出を狙っていました。日本が大陸の拠点である遼東半島を領有することは、ロシアの利益と直
接衝突するものでした。同様に中国分割を狙っていたドイツやフランスも、日本の勢力拡大を
警戒したため、この要求に加わりました。

問3 答え 3
与謝野晶子

日露戦争（1904〜1905年）の際、激戦地であった旅順に向かった弟の命を思い、この詩を詠
みました。当時の軍国主義的な社会風潮の中で、個人の率直な感情や家族愛を表現したこの作
品は、文学史的にも歴史的にも重要な意味を持っています。

問4 答え 4
三国干渉でロシアに屈した日本は、対抗する
ためにイギリスとの間で日英同盟を結んだ。

三国干渉によってロシアの脅威を強く認識した日本は、同じくロシアの極東進出を警戒してい
たイギリスとの利害が一致し、1902年に日英同盟を締結しました。これが日露戦争への重要
な備えとなりました。義和団事件への出兵は1900年の出来事であり、三国干渉の直接的な「
直後」の対応ではありません。また、台湾は下関条約で当初から割譲が決まっており、賠償金
も遼東半島返還の代償金を含めて増額して受け取っています。

問5 答え 1
不平等条約を改正するための予備交渉と、欧
米の進んだ制度や文化の視察

岩倉使節団は、幕末に結ばれた不平等条約の期限が切れるのを前に、改正のための予備的な交
渉を行うことを第一の目的としていた。交渉自体は日本の法整備が未熟であることを理由に難
航したが、並行して行われた欧米の政治・経済・教育などの視察は、その後の日本の近代化政
策に大きな影響を与えた。

問6 答え 2
軍事力を背景に南下政策を推進し、東アジア
での勢力圏を拡大しようとした

風刺画の中で「釣り人」として描かれたのはロシアです。当時のロシアは東アジアにおける権
益拡大を狙っており、日清の対立を利用して自らの南下政策を有利に進めようとしていました
。1895年の三国干渉においても、ドイツ・フランスとともに日本に遼東半島の返還を要求す
るなど、強大な軍事力を背景に東アジア情勢へ深く介入していました。

問7 答え 1
衆議院は公選（選挙）によって選ばれた議員
で構成されたが、貴族院は皇族や華族、天皇
に任命された議員などで構成されていた。

当時の帝国議会は、国民の選挙によって選ばれる衆議院と、選挙によらない貴族院の二院制で
した。貴族院の議員には、皇族や華族（かつての公家や大名など）、国に功労のあった人物（
勅選議員）などが含まれていました。両院の権限はほぼ対等とされていましたが、予算を先に
審議する権利（予算先議権）だけは衆議院に認められていました。日本国憲法下のような「衆
議院の優越」は、当時はほとんど認められていなかったのが特徴です。

問8 答え 3
西洋の技術や大型の機械を導入し、分業体制
と組み合わせることで生産性を向上させた。

江戸時代後半の「分業」による効率化の仕組みは、明治時代の近代化の土台となりました。明
治政府が設立した官営模範工場では、これまでの分業体制に加え、西洋から導入した大型の「
機械」と「技術」を組織的に運用することで、飛躍的な「生産性」の向上を実現し、日本の工
業化を推し進めました。

問9 答え 3
民撰議院設立建白書が提出された後、第1回
帝国議会が開かれ、その後に日清戦争が始ま
り、さらに後の時代に治安維持法が制定され
た。

自由民権運動の始まりである民撰議院設立建白書の提出（1874年）から、大日本帝国憲法発
布を経て第1回帝国議会が開会（1890年）されるまでが立憲体制の確立期です。その後、189
4年に日清戦争が起こり、大正時代末期の1925年に社会主義運動などを取り締まる治安維持法
が制定されました。

問1
0

答え 4
ポーツマス条約が結ばれたが、賠償金が得ら
れなかったため、日比谷焼き打ち事件などの
暴動が起こった。

日露戦争の講和条約であるポーツマス条約では、アメリカの大統領セオドア・ルーズベルトの
仲介により、韓国（大韓帝国）に対する指導権や樺太の南半分の領有などが認められました。
しかし、多大な戦費と犠牲を払ったにもかかわらず「賠償金」を獲得できなかったため、重税
や生活苦に耐えてきた国民の不満が爆発しました。その結果、東京の日比谷公園での集会をき
っかけに、官邸や警察署などが襲撃される日比谷焼き打ち事件が発生しました。

問1
1

答え 1
下関条約によって日本が清から得た権利のう
ち、遼東半島の領有をあきらめ清へ返還する
よう求める外交圧力であった。

日清戦争後の1895年、下関条約の内容が公表されると、ロシアは自国の南下政策を阻むもの
として遼東半島の日本領有に強く反対しました。ロシアはフランス・ドイツを誘って日本に「
清への返還」を要求し、当時の日本にはこれに対抗するだけの国力がなかったため、要求を受
け入れました。これにより日本国内では「臥薪嘗胆（がしんしょうたん）」を合言葉に、ロシ
アへの対抗意識が強まっていくことになります。


